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令和７年国勢調査の県速報値が発表されました。県

人口は６２万９，４６０人となり、令和２年の前回調

査の６７万１，１２６人から６．２％、４１，６６６

人の減となっています。県内自治体では、海士町を除

く１８市町で人口が減少しています。江津市人口も前

回調査から１１．１％の減少となっており、県や江津

市の人口減少が進行している状況です。

国に対しては、地方創生のさらなる推進に加え、地

方の実情に即した少子化対策や移住・定住促進策の充

実・強化を求めるとともに、持続可能なふるさとづく

りに引き続き全力で取り組んで参ります。
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■小学校

学校名 新入生 全校児童数

郷 田 小 ４名 ４８名

渡 津 小 ８名 ７０名

江津東小 ６名 ６８名

川 波 小 ５名 ７２名

津 宮 小 ４９名 ３１７名

高 角 小 ３３名 ２０５名

桜 江 小 ６名 ６０名

合 計 １１１名 ８４０名

■中学校

学校名 新入生 全校生徒数

江 津 中 ８２名 ２２０名

江 東 中 ３名 １９名

青 陵 中 ６６名 ２０６名

桜 江 中 １２名 ４７名

合 計 １６３名 ４９２名

■市内学校の児童・生徒数

■高校

学校名 新入生 全校生徒数

江 津 高 ４２名 １５１名

江津工業高 ５５名 １２９名

石見智翠館高 １８６名 ４７１名

市内各学校の令和８年度の新入生と全校生徒・児童数は以下の通りです。小
学校の入学者数は、昨年より１５名少ない１１１名となっています。市内小学
校の全児童数は８４０名（昨年度９０６名）、中学校生徒数は４９２名（昨年
度４７７名）となっています。東部と中部を含めた学校のあり方について、議
論すべき時期に差し掛かっていると考えます。

■江津市こどもまつりに参加

項目 令和２年 令和７年 増減

島根県人口 671,126名 629,460名 △41,666名

出雲圏域 465,886名 443,900名 △21,986名

石見圏域 186,118名 167,860名 △18,258名

隠岐圏域 19,122名 17,700名 △1,422名

江津市人口 22,959名 20,420名 △2,539名

県 世 帯 数 269,892名 267,035名 △2,857名

市 世 帯 数 9,953名 9,432名 △521名

■６月定例会の日程

特技を活かして今年もバルーンコーナーを担当
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■環境厚生委員会県内調査を行いました

児童心理療育センター「みらい」（出雲市）

保護者からの虐待や家庭や学校における人間関係が原因
となり、心理的に不安定な状況に陥り、社会適応が困難
となった児童が短期間入所または通所し、必要な心理治
療や生活指導を受けています。「みらい」では受容、関
係、展望を治療方針とし、家族支援や退所後のサポート
にも力を入れています。

障がい児入所施設「さざなみ学園」（出雲市）

施設福祉サービスと在宅福祉サービスを提供する障がい
児入所施設に加え、児童発達支援センター「ぽこぽこ」、
地域療育事業「ぱれっと」、放課後等デイサービスなど
の福祉サービスを展開しています。家庭での養育も増え
ており、放課後や休日の対応充実について要望をいただ
きました。施設見学では老朽化が進んでいる現状等につ
いても確認し、財政支援の必要性を理解しました。

ファミリーホーム「カルマーレ」（益田市）

ファミリーホームは、里親や児童福祉施設職員など経験
豊かな養育者が、その家庭に迎え入れて養育する「家庭
養護」です。児童養護施設とは異なるため、預かってい
る子どもの人数で措置費が決まるため、常勤職員を安定
的に雇用し続けるこが難しく、施設の運営面でいとのこ
とでした。

自立援助ホーム「雪舟ホーム」（益田市）

対象児童は、義務教育を終了した２０歳未満の児童等で
家庭での養育が困難で、社会的養護施設等での措置を解
除された児童です。住まいの提供、食事や生活支援、就
労・進学のサポート、社会生活のトレーニング等を通じ
自立に向けたステップを支援する施設です。支援の難し
さや児童福祉から成人福祉への移行の課題について話を
聞くことができました。

たかつ子ども食堂（益田市）

子どもの居場所づくりや、孤食をしている子どもをなく
したいとの思いから、民生児童委員を中心に子ども食堂
が開設され、中学校の調理室を利用し、年６回食事を提
供しています。参加費は100円で、助成等を加え年間約
６０万円程度で運営していますが、物価高による影響や
人材面・体制面でも事業継続に苦慮しておられました。

■総務委員会調査で市内事業所訪問

県議会総務委員会（田中明美委員長）の県内調査が

行われ、江津市内の２事業所を訪問されました。「若

者・女性が働きたいと思える魅力ある職場づくり」を

テーマとする調査で、私は有限会社浅野建設への調査

に同行しました。

同社は、企業理念に「けして挑戦はやめない～

Never Stop Challenging～」を掲げ、挑戦、人材育成、

アットホーム、地域貢献を４つの柱として、就業規則

の見直しなどの改革に取り組んでいます。「しまね女

性活躍応援企業」や「健康経営優良法人」などの認定

を受け、県の助成なども

活用し、近年では、女性、

若年層の雇用も増えてい

ます。同社の取組が好事

例として県内に広がって

いくことを期待します。

家庭での養育が困難な子どもへの支援等について調査

私が委員長を務める県議会環境厚生委員会では、「様々な困難を抱える子どもたちへの支援について」を調査

テーマに調査活動を行っています。４月２２日・２３日に県内調査を行いました。

■一般国道261号改修促進期成同盟会

江の川の氾濫時に浸水し、通行止めが発生する一般

国道２６１号の改良を促進するための期成同盟会の総

会が開催されました。県内路線延長５５，０５７ｍの

うち改良率は９７．４％となっており、今年度は、八

神工区、桜江Ⅱ工区の事業が進められます。

■江の川下流域治水期成同盟会

同盟会総会では、国や県に対し治水事業予算の大幅

な確保や未完了区間の着実な事業推進を求める要望書

を承認しました。

私もそれぞれの総会でご挨拶の機会をいただき、県

議会での質問や防災・減災、国土強靭化対策を求める

意見書提出などの動きについてお話しするとともに、

引き続き同盟会と一丸となり、取り組む旨のご挨拶を

させていただきました。
浅野建設での総務委員会調査
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